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が
、
安
全
性
、
経
済
性
、
溶
融
ス
ラ
グ

の
需
要

の
問
題
点
を
踏
ま
え
、
旧
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
も
実
績
が
あ
る
ス

ト
ー
カ
焼
却
炉
と
し
た
。
処
理
能
力
は
、

１
２
５
ｔ
／
２４
ｈ
×
２
炉
の
計
２
５
０

ｔ
／
２４
ｈ
で
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発
電
機

を
設
置
し
て
お
り
、
発
電
出
力
は
、
６

８
０
０
剛
。

施
設
規
模
は
、
２
０
０
６
年
３
月
に

検
討
委
員
会
に
よ
っ
て
、
１
日
当
た
り
、

２
７
０
ｔ
と
す
る
方
針
を
示
し
た
が
、

２
０
０
９
年
度
か
ら
導
入
し
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分
別
排
出
及
び

指
定
袋
制
な
ど
の
ご
み
減
量
対
策
の
効

果
を
踏
ま
え
て
再
検
討
し
た
。
発
注
に

当
た

っ
て
は
、
富
士
市
ご
み
処
理
基
本

計
画
２
０
１
５
１
２
０
２
４

（２
０
１

５
年
４
月
）
の
計
画
値
に
、
災
害
廃
棄

物
等

へ
の
対
応
分
を
考
慮
し
、
施
設
規

模
を

２
５
０
ｔ
／
日
と
す
る
こ
と
と

し
、
旧
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
施
設
規

模
３
０
０
ｔ
／
日
に
対
し
て

１６
％
の

規
模
縮
小
と
な

っ
た
。

焼
却
炉
か
ら
発
生
す
る

排
ガ
ス
に

対
し
て
は
、
集
じ
ん
装
置

（バ
グ
フ
イ

ル
タ
）
や
触
媒
脱
硝
装
置
な
ど
の
設
置
、

排
ガ
ス
再
循
環
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

さ
ら
に
、
各
法
律
の
基
準
値
よ
り
も
厳

し
い
自
主
規
制
値
を
設
定
し
て
お
り
、

県
内
他
施
設
に
お
い
て
最
も
厳
し
い
値

で
管
理

・
運
営
で
、
万
全
の
大
気
汚
染

防
止
対
策
を
施
し
て
い
る

（表
１
）
。

ま
た
、
焼
却
処
理
の
際
に
回
収
し
た

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
を
行
い
、
施
設

内
の
消
費
電
力
を
賄
う
と
と
も
に
余
剰

電
力
は
売
電
し
て
い
る
。
併
せ
て
循
環

啓
発
棟
の
余
熱
利
用
体
験
施
設

「
ふ
じ

か
ぐ
や
の
湯
」
に
も
給
湯
熱
源
と
し
て

熱
を
供
給
し
て
い
る
。

破
砕
設
備
は
、
可
燃
性
の
粗
大
ご
み

と
剪
定
枝
を
細
か
く
す
る
た
め
の
２
種

類
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
可
燃
性
粗
大

ご
み
の
破
砕
機
は
、
ご
み
ピ
ッ
ト
と
つ

な
が
っ
て
お
り
、
破
砕
さ
れ
た
粗
大
ご

み
は
、
可
燃
ご
み
と
い
っ
し
ょ
に
焼
却

処
理
さ
れ
る
。
剪
定
枝
用
に
は
、
チ
ッ

プ
化
す
る
た
め
の
荒
破
砕
機
と
、
チ
ッ

プ
を
ふ
わ
ふ
わ
し
た
ミ
ン
チ
状
に
す
る

植
繊
機
が
あ
り
、
剪
定
枝
を
ミ
ン
チ
状

に
す
る
こ
と
で
空
気
を
含
み
発
酵
が
進

み
や
す
い
、
質
の
良
い
堆
肥
の
原
料
に

な
る
。
市
は
２
０
０
０
年
か
ら
剪
定
枝

の
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
チ
ッ

プ
と
ミ
ン
チ
は
、
市
民
に
無
料
配
布
し
、

堆
肥
や
マ
ル
チ
ン
グ
材
、
土
壌
改
良
材

な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

市
民
の
環
境
学
習
の
拠
点
に

循
環
啓
発
棟

で
は
、
ご
み
焼
却
時

の
熱
を
利
用
し
た
温
浴
施
設

「
ふ
じ
か

ぐ
や
の
湯
」
と
、
環
境
学
習
の
拠
点
と

な
る

「
ふ
じ
さ
ん
エ
コ
ト
ピ

ア
」
が
あ

る
。
ふ
じ
さ
ん
エ
コ
ト
ピ
ア
で
は
、
不

要
に
な

っ
た
家
具
を
再
生
し
て
展
示
販

売
す
る
コ
ー
ナ
ー
や
、
体
験
的
に

環
境
を
学
ぶ
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
講
座
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
リ
ユ
ー
ス
食

器
の
貸
し
出
し
も
行

っ
て
い
る
。

今
年
３
月
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
お

う
ち
で
参
加
で
き
る
！
新
環
境
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
発
見
！
」
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。

ま
た
、
屋
外
を
利
用
し
た
屋
外

啓
発
ゾ
ー
ン
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

品
を
利
用
し
た
遊
具
や
、
休
憩
で

き
る
あ
ず
ま
や
、
生
ご
み
堆
肥
を

利
用
し
た
畑
が
あ
る
。
森
林
環
境

創
造
ゾ
ー
ン
で
は
、
造
成
工
事
で

発
生
し
た
岩
や
残
土
を
有
効
利
用

し
て
地
形
を
形
成
し
、
富
士
市
の

森
林
や
水
辺
に
み
ら
れ
る
自
然
環

境
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

廃
棄
物
対
策
課
施
設
担
当

の

遠
藤
氏
は

「本
整
備
運
営
事
業
は
、

施
設
建
設
と
２０
年
間
の
長
期
包
括

的
運
営
業
務
委
託
を

一
括
し
て
発

注
契
約
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
公

害
防
止
基
準
等
を
遵
守
し
適
切
な
処
理

が
行
え
る
よ
う
、
施
設
の
基
本
性
能
を

確
保

・
維
持
す
る
た
め
、
適
切
な
維
持

管
理
を
行

っ
て
い
き
ま
す
」
と
語

っ
た
。

Ｗ
　
　
　
　
　
　
　
　
（本
誌

・
上
原
）

表1 排ガス対策の自主規制値

10以下 001以下ダイオキシン類 ng―TEQ/rrf N
新設 :01以下

既設 :1以 下

ppm
K値 175及 び

総量規制

約 52以下

(33耐 N/h以下)

20以下硫責酸化物

100以下 50以下窒素酸化物 ppm 250以下

40以下塩化水素 ppm 約 430以下

(700mg/市 N以下)

約 215以下

(350mg/ボ N以下)

005以 下 001以下ばいじん g/rri N
新設 :004以下

既設 1015以 下

003以下水銀 mg/耐 N 005以下 005以下
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